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今
年
１
月
、
全
国
市
民

ア
ク
シ
ョ
ン
と
総
が
か
り

実
行
委
員
会
は
、「
改
憲

発
議
に
反
対
す
る
」
新
署

名
を
新
た
に
提
起
し
ま

し
た
。 

 

昨
年
の
参
議
院
選
で
改

憲
派
が
発
議
可
能
な
３

分
の
２
の
議
席
を
割
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
安
倍

首
相
は
「
必
ず
や
私
の
手

で
、
改
憲
を
成
し
遂
げ
て

い
き
た
い
」
と
語
り
、
自

民
党
総
裁
任
期
の
２
０
２

１
年
９
月
ま
で
、
と
期
日

を
決
め
て
、
９
条
改
憲
を

実
現
す
る
決
意
を
安
倍

首

相

は
、
記

者

会

見

で

表
明
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
、
安
倍
９
条

改
憲
Ｎ
Ｏ
！
３
千
万
署
名

に
取
り
組
み
、
夕
張
で
は

２
０
０
４
筆
を
集
め
ま
し

た
が
、
そ
の
結
果
、
こ
れ

ま
で
の
発
議
を
阻
止
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
新
署
名
は
、
来

年
９
月
ま
で
、
３
回
の
発

議
の
機
会
を
、
す
べ
て
阻

止
す
る
た
め
の
緊
急
署

名
で
す
。 

 

国
民
の
６
割
が
９
条
改

憲
に
反
対
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
安
倍

首
相
は
改
憲
発
議
の
機

会
を
執
拗
に
狙
っ
て
い

ま
す
。 

 

私
た
ち
大
人
は
、「
子

ど
も
や
孫
た
ち
に
、
平

和
憲
法
を
残
し
て
や
り

た
い
」
と
多
く
の
人
が
願

っ
て
い
ま
す
。 

 

安
倍
首
相
は
、
時
期

と
条
件
を
選
ん
で
、
国

会
で
の
改
憲
発
議
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
狙
っ
て
い
ま

す
。
安
倍
首
相
は
、「
時

が
き
た
と
考
え
れ
ば
、

ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
解
散

総
選
挙
に
踏
み
切
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。 

 

「
桜
を
見
る
会
」
の
憲

法
違
反
の
行
為
に
対
す

る
明
確
な
答
弁
を
さ
け
、

逃
げ
回
り
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
対
応
も
、
オ 

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
た
め
、

国
民
の
命
を
無
視
し
た

態
度
に
、
多
く
の
国
民

が
怒
り
の
声
を
上
げ
て 

い
ま
す
。 

 

「
い
ま
こ
そ
、
安
倍
改

憲
に
反
対
す
る
す
べ
て

の
人
々
は
共
同
し
、
全

国
の
草
の
根
か
ら
運
動

を
お
こ
し
、
世
論
を
盛

り
上
げ
、
総
選
挙
に
際

し
て
は
安
倍
改
憲
委
反

対
す

る
野

党
と

連
帯

し

て

改
憲

派
を

徹
底

的

に

孤
立

さ
せ

る
必

要
が
あ
り
ま
す
」
と
全

国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
の
２

２
名
（
右
図
）
の
呼
び
か
け

人
が
、
訴
え
て
い
ま
す
。 

 

夕
張
で
も
、「
明
日
の

平
和
を
つ
く
り
だ
す
夕

張
の
会
」
や
新
日
本
婦

人
の
会
、
ゆ
う
ば
り
女

性
９
条
の
会
、
夕
張
労

働
組
合
総
連
合
な
ど
の

団
体
が
中
心
に
な
っ
て
、

す
で
に
新
署
名
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

 

ま
だ
、
本
格
的
な
署

名
活
動
に
は
至
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
雪
解
け
の
４
月

か
ら
は
、
み
な
さ
ん
の
お

住
ま
い
に
署
名
の
お
願

い
に
伺
い
ま
す
。 

ぜ
ひ
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。 
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３
月
６
日
夕
張
市
文
化

協
会
理
事
会
は
、
令
和
元

年
度
三
賞
選
考
委
員
会
の

推
薦
を
受
け
た
団
体
（
個

人
）
の
報
告
を
受
け
、
協

議
の
結
果
以
下
の
通
り
授

与
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

授
与
式
は
予
定
を
延
期
中
。 

【
文
化
協
会
賞
】 

 
 

 

古
城 

将
昭 

様 

 

１
９
９
５
年
に
夕
張
写

真
サ
ー
ク
ル
に
入
会
以
来

今
日
ま
で
多
く
の
作
品
を

発
表
し
て
き
た
。
ま
た
混

声
合
唱
「
リ
ン
デ
ン
コ
ー

ル
」
コ
ー
ラ
ス
を
た
の
し

み
、
同
会
長
や
音
楽
協
会

長
、
文
化
協
会
長
な
ど
を

歴
任
し
文
化
振
興
に
貢
献

し
た
。 

【
市
長
奨
励
賞
】 

 
 

 

渡
津 

澄
夫 

様 

 

１
９
７
１
年
に
写
真
サ

ー
ク
ル
に
入
会
し
、
２
０

０
６
年
よ
り
「
夕
張
文
化
」

編
集
委
員
と
し
て
写
真
提

供
で
発
刊
に
尽
力
。
夕
張

市
立
病
院
、
喫
茶
店
「
和
」

で
の
作
品
展
示
、「
夕
張
で

観
ら
れ
る
野
鳥
」
の
個
展

開
催
な
ど
夕
張
の
歴
史
記

録
に
貢
献
し
た
。 

 

【
教
育
長
奨
励
賞
】 

（
故
）
比
志 

恵
司 

様 

 

美
術
教
師
と
し
て
夕
張

市
内
の
３
中
学
校
を
勤
務

し

な

が

ら

、

新

道

展

会

員
・
自
由
美
術
会
員
で
作

品
を
発
表
し
て
き
た
。
ま

た
、
ゆ
う
ば
り
国
際
映
画

祭
の
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
に

な
る
な
ど
文
化
発
展
に
寄

与
し
た
。 

【
文
化
協
会
奨
励
賞
】 

 
 

 

堂
間 

タ
マ
子 

様 

 

１
９
８
８
年
新
道
展
入

選
。
新
道
展
入
選
者
４
人

展
・
グ
ル
ー
プ
「
縁
（
え

に
し
）
」
展
・
ア
ン
ダ
パ
ン

ダ
ン
展
・
・
グ
ル
ー
プ
「
友

巴
里
展
」
な
ど
に
出
品
し
、

高
齢
者
に
大
き
な
示
唆
を

与
え
て
い
る
。 

【
文
化
協
会
奨
励
賞
】 

夕
張
南
部
幌
南
太
鼓
「
朱
雀
」 

代
表 

澤
野 

眞
也 

様 

 

平
成
４
年
夕
張
市
立
幌

南
中
学
校
の
課
外
活
動
と

し
て
結
成
。
平
成

12
年
以

降
地
域
有
志
の
協
力
で
現

在
は
子
供
か
ら
大
人
ま
で 

 
 

 

13
名
で
活
動
に
励
ん
で
い

る
。
市
内
外
で
イ
ベ
ン
ト

に
も
参
加
し
、
地
域
活
性

に
貢
献
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

明
治
維
新
45
／
朝
鮮
植
民
地
支
配 

㉗ 

 
 

 
 

 
 

 

銃
剣
の
脅
迫
の
も
と
に
締
結
さ
せ
た
第
二 

次
日
韓
協
約
＊
（
１
９
０
５
年
・
明
治

38
年

11 

月
）
で
は
、
韓
国
首
都
ソ
ウ
ル
に
総
監
府
を 

お
き
、
外
交
権
を
完
全
に
手
に
し
ま
す
。
初 

代
総
監
に
は
、
か
の
伊
藤
博
文
が
就
く
の
で 

す
。
（
第
一
次
で
は
財
政
・
外
交
は
実
質
上
顧 

問
に
握
ら
れ
て
い
た
。
） 

 

翌
年
０
６
年
、
伊
藤
総
監
は
「
韓
国
施
政

改
善
に
関
す
る
協
議
会
」
を
開
き
、
日
本
人
顧
問
官
を
通
じ
内
政

支
配
を
進
め
ま
す
。
も
は
や
韓
国
は
、
完
全
に
統
監
府
の
傀
儡
と

化
し
ま
す
。 

 
 

 
 

ハ
ー
グ
密
使
事
件 

１
９
０
７
年
（
明
治

40
）
６
月
、
高
宗
皇
帝
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ

ー
グ
で
開
か
れ
た
第
２
回
万
国
平
和
会
議
に
３
人
の
代
表
を
お
く

り
、
各
国
の
代
表
に
「
保
護
条
約
」
は
、
韓
国
皇
帝
の
意
志
で
も

な
く
（
国
印
も
な
い
）
、
日
本
の
武
力
を
も
っ
て
強
制
さ
れ
た
不
当

性
を
訴
え
よ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、
す
で
に
日
本
政
府
は
列
強

の
支
持
を
取
り
付
け
て
い
て
参
加
を
拒
否
さ
れ
ま
す
。
（
伊
藤
博
文

が
仕
掛
け
て
、
密
使
を
派
遣
さ
せ
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
） 

 

 
 

 
 

韓
国
の
政
治
の
す
べ
て
を
抑
え 

待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
明
治
政
府
は
、
７
月

12
日
「
帝
国
政

府
は…

韓
国
内
政
に
関
す
る
全
権
を
掌
握
す
る
こ
と
を
希
望
す

る
」
と
い
う
対
韓
処
理
方
針
を
決
定
し
ま
す
。
そ
し
て
直
ち
に
、

西
園
寺
公
望
首
相
が
天
皇
の
裁
可
を
と
り
伊
藤
博
文
統
監
に
伝

え
、
林
薫
外
相
を
韓
国
に
派
遣
し
ま
す
。 

こ
う
し
て
密
使
派
遣
は
「
協
約
違
反
、
宣
戦
も
や
む
な
し
」
と

脅
し
、
そ
の
責
任
は
皇
帝
に
あ
り
と
し
て
強
制
的
に
退
位
（
７
月

19

日
）
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
な
ん
と
も
手
際
の
よ
い
強
引
な
、
韓

国
乗
っ
取
り
作
戦
で
し
た
。 

 ＊
韓
国
で
は
、
こ
の
協
約
を
屈
辱
の
意
味
を
込
め
て
「
乙
巳
保
護
条

約
」
と
い
い
ま
す
。 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

くずさんの 

夕張歴史散歩（131） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

紙
智
子
「 

国
会
か
け
あ
る
記
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
議
院
議
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

紙 

智 

子 

 
 
 
 

不
安
に
こ
た
え
る
具
体
策
と
体
制
強
化
を 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
、
北
海
道
知
事
が

出
し
た
「
緊
急
事
態
宣
言
」
に
加
え
、
安
倍
晋
三
首
相
が
突
如
、

学
校
の
い
っ
せ
い
休
校
を
要
請
し
た
こ
と
で
国
民
生
活
は
混
乱

し
て
い
ま
す
。
人
の
移
動
も
物
流
も
抑
制
さ
れ
、
国
民
生
活
へ

の
影
響
、
経
済
的
な
影
響
が
日
を
追
う
ほ
ど
に
深
刻
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

10
日
に
政
府
は
「
緊
急
対
応
策
第2

弾
」
を
出
し
ま
し
た
。
12

日
に
は
早
速
、
日
本
共
産
党
北
海
道
委
員
会
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
対
策
本
部
長
の
畠
山
和
也
前
衆
議
院
議
員
が
上
京
し
、
政

府
８
省
に
北
海
道
の
切
迫
感
を
伝
え
、
不
安
に
こ
た
え
る
具
体

策
や
相
談
窓
口
の
体
制
強
化
を
求
め
ま
し
た
。 

 

14
日
に
は
畠
山
和
也
対
策
本
部
長
と
と
も
に
、
２
月
末
に
訪

ね
た
バ
ス
事
業
者
を
再
度
訪
問
し
、
国
の
「
第
２
弾
」
の
対
策

を
届
け
、
急
場
を
し
の
げ
る
か
ど
う
か
見
通
し
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
政
府
の
現
地
説
明
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
け
れ
ど
、
必
ず
し

も
正
確
に
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
特
別

貸
付
と
利
子
補
給
制
度
を
併
用
す
る
こ
と
で
実
質
的
な
無
利
子

化
が
実
施
さ
れ
る
と
伝
え
る
と
、
そ
れ
は
使
え
る
と
思
う
。 

 
 

 

し
か
し
、
融
資
は
返
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
い
つ
仕
事
が

再
開
で
き
る
か
見
通
し
が
つ
か
な
け
れ
ば
、
返
せ
る
見
込
み
が

な
い
。
雇
用
調
整
助
成
金
は
、
手
続
き
が
煩
雑
で
、
申
請
し
て

も
す
ぐ
出
な
い
場
合
、
そ
の
間
の
つ
な
ぎ
の
資
金
が
必
要
だ
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
同
じ
話
は
、
そ
の
後
訪
問
し
た
中
小
企
業
家

同
友
会
、
北
商
連
、
道
労
連
で
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
「
一
社
も

つ
ぶ
さ
な
い
覚
悟
」
「
こ
の
事
態
に
乗
じ
た
解
雇
を
許
さ
な
い
」

決
意
で
頑
張
る
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
ま
す
。 

（
訂
正
と
お
詫
び
）
前
号
で

10
行
目
～
新
型
コ
ロ
ナ
対
策

費
は
・
・
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
約
５
０
０
０
０
億
円
を 

５
０
０
０
億
円
と
訂
正
い
た
し
ま
す
。 
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